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題があることを示唆しているのではないかとしている。また、 末岡 ・藤原？） (1997）は、
盲児や弱視児の視覚認識の程度やその内容が、言語習得過程や言語形成に影響を与えてい
るかも知れないとの仮説に立って、視覚認識に異常のない健常児を対象群として、健常児
・弱視児 ・盲児を対象にしてWISCR日本版、 言語性検査の下位検査の lつである「類
似」検査を使用して分析検討している。その結果を次のように報告している。課題の内包
する主情報の属性が感覚的タイプや課題の答が内包する主情報の属性が感覚的タイプの課











































































学 年 下位検 査 の種 類と 言 語性 I Q 知能 分 類
（年齢） 知 識 類 似 算 数 単 舌口五口 理解 数 唱 評価点合計 言語性IQ 知能分類
小2、8歳 13 15 11 13 13 16 65 118 平均の上
小3、9歳 11 15 9 13 14 19 62 109 平均
小4、10歳 16 16 12 9 11 18 64 117 平均の上
小5、11歳 14 13 9 14 11 19 61 113 平均の上
小6、12歳 12 12 11 15 13 19 63 115 平均の上
27 
中I、13歳 12 11 9 11 10 19 53 103 平均
中2、14歳 14 10 10 12 13 19 59 111 平均の上

















表3.「類似」 （問題番号5～17まで） の下位検査における正答 ・半正答 ・誤答の出現率
寸= 年 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 半解答
（年齢） 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 出現率
小2、8歳 。。ム × ム ム × × ム × × × × 200% 
小3、9歳 。。。ム ム ム × × × × × × × 100% 
小4、10歳 。。。× 。ム 。。× × ム × × 33% 
小5、11歳 。。。× 。ム ム 。× × × × × 40% 
小6、12歳 。。ム ム 。ム ム 。× × ム × × 125% 
中l、13歳 。。ム ム 。。ム 。× × ム × × 80% 
28 藤原 ：盲児A君の発達課題のー側面
中2、14歳 。。ム ム 。ム 。。× × ム × × 80% 
中3、15歳 。。。ム 。ム 。。× × ム × × 50% 
半解答の 。。4 5 2 7 3 。1 。5 。。半解答の平均
出現数 注 I 注2注3 88.5% 
正答の
8 8 4 。6 1 3 6 。。。。。出現数
凡例． 1. 0印は正答、 ム印は半正答、×印は誤答。 2.半解答率＝半正答÷正答×100。
注．注 l～注3の問題、つまり問題番号14番、問題番号16番、問題番号17番の3題は8年間に
わたり一度も正答も半正答も得られなかったことを意味する。






1.ナイフ 2.帽子 3. 自転車 4.時計 5.かさ 6.危険な 7.ロパ
8.かまき り 9.高速道路 10. ダイヤモンド 11.爪 12.迷惑 13.防ぐ
14.競争（競走） 15.たとえ話 16.録音 17.座禅 18.伝染する
19.アルファベッ ト 20.移住する 21.勇気がある 22.スパイ行為 23.新聞
24.田植え 25.難儀 26.隔離する 27.インフレ 28.切迫した 29.抹消する
30.ナンセンス 31.強要する 32.緩慢な
表5.「単語」の下位検査における正答 ・半正答 ・誤答の出現率（問題1～13まで）
二主と子£． 年 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題
（年齢） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
小2、8歳 。ム 。。。。。× × × 。× ム
小3、9歳 。。。。。。。。× ム × ム ム
小4、10歳 。。。。ム 。。。ム × × ム × 
小5、11歳 。。。。。。。。ム ム 。ム 。
小6、12歳 。。。。。。。。ム ム 。。。
29 
表5.「単語Jの下位検査における正答 ・半正答 ・誤答の出現率（問題1～13まで）（表5の続）
中l、13歳 。。。。。。。。。ム 。ム ム
中2、14歳 。。。。。。。。。ム 。ム 。
中3、15歳 。。。。。0 。。。。。ム ム
半解答の 。 。。 。。。3 4 。6 4 出現数
正 答 の
8 7 8 8 7 8 8 7 3 1 6 1 3 出 現数
凡例．1. 0印は正答、ム印は半正答、×印は誤答。
表6.「単語」の下位検査における正答・半正答・誤答の出現率（問題14～26まで）
十λ以， 年 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題
（年齢） 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 
小2、8歳 。× × × × × × × × × × × × 
小3、9歳 ム × 。× × × × × × × × × × 
小4、10歳 。× × × × L:, × × × × 。× × 
小5、11歳 。。。× 。。× × × × × × × 
小6、12歳 。。。ム 。ム ム 。× ム 。× ム
中1、13歳 。。。× × 。ム ム ム ム ム × × 
中2、14歳 。。。× ム 。× × ム ム ム × 。
中3、15歳 。。。。。ム 。ム × ム 。× ム
半解答の出
1 。。1 1 3 2 2 2 4 2 。2 現 数 Y王l
正 答の






子主主ム 年 問題 問題 問題 問題 問題 問題 半解答
（年齢） 27 28 29 30 31 32 出現率
小2、8歳 × × × × × × 25% 
小3、9歳 × × × × × × 44% 
小4、10歳 × × × × × × 44% 
小5、11歳 × × × × × × 20% 
小6、12歳 × × × × × × 41% 
中l、13歳 × × × × × × 57% 
中2、14歳 ム × 。× × × 41 % 
中3、15歳 ム × ム × × × 44% 
半解答 の 2 。1 。。。半解答の平均
出 現数 注2 注3注4注5 39.5% 














1 .ボール……なく す 2.財布……みつける 3.指……けが 4. コンクリートの家
5.隣家……煙 6.罪人……牢 7.警察官 8.かんづめ 9.かんづめ
10.ナンバープレート 11.手紙……切手 12.保健所 13.布…・・・木綿 14.約束
15.やわらかい表紙 16.無記名投票 17.衆議院……参議院
表9.「理解Jの下位検査における正答・半正答・誤答の出現率（問題1～13まで）
子主主之，晶 年 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題 問題
（年齢） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 
小2、8歳 ム 。。ム ム ム ム × × × ム × × 
小3、9歳 。。。ム i込 ム 。ム ム × ム ム ム
小4、10歳 。。。ム 。ム 。ム × × × 。× 
小5、11歳 ム 。。Le与 ム ム ム 。ム ム 。ム ム
小6、12歳 。。。。。。ム ム ム ム × 。ム
中l、13歳 。。。ム ム ム ム 0 。× × 。ム
中2、14歳 。。。。ム 。。。ム ム 。ム ム
中3、15歳 。。。。ム 。。。ム ム 。ム ム
半解答の
2 。。5 6 5 4 3 5 4 2 4 6 出 現数
正答の





寸且ι一 年 問題 問題 問題 問題 半解答
（年齢） 14 15 16 17 出現率
学 年 問題 問題 問題 問題
半解答出現率（年 齢） 14 15 16 17 
小2、8歳 × × × × 300% 中l、13歳 × ム × × 100% 
小3、9歳 × × × × 200% 中2、14歳 × ム × ム 88% 
小4、10歳 × ム × × 67% 中3、15歳 × 。ム ム 78% 
小5、11歳 × × × × 225% 半解 答 の 。4 1 2 半解答の平均
出 現 数 注l 143% 
小6、12歳 × ム × × 86% 









































小学3年生では 「8冊×3Jと 「25本一14J他で、小学5年生では「72個－－；－ 4 Jと 「5m
×12」他で、中学l年生では 「28人－：2 /3」と 「（32人－32/4人）÷2」他で蹟いてい
































表5. 6. 7から、半解答の出現率は、最大値57% （中学l年、13歳）最小値20% （小学
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